
波佐見高校（１）

長崎県立波佐見高等学校の沿革

（１）長崎県立川棚高等学校下波佐見分校

昭和２４年６月１日   長崎県立川棚高等学校下波佐見分校設置認可

            下波佐見村立波佐見中学校校舎の一部を借用し、長崎県立川棚高等学校下波佐見分校

（昼間定時制普通科１学年１学級）開校

昭和２７年３月３０日  下波佐見中学校仮校舎より村立下波佐見小学校校舎の一部及び村立公会堂へ移転

（２）長崎県立川棚高等学校波佐見分校

   昭和３１年６月１日   町村合併に伴い、長崎県立川棚高等学校波佐見分校と校名変更

   昭和４６年４月１日   １年制より全日制課程商業科（１学級）に課程・学科の変更

   昭和４９年３月３１日  定時制課程を廃止

   昭和４９年４月１日   全日制普通科（１学級）設置

   昭和５１年３月２８日  分校校舎南中学校跡地へ移転

   昭和５１年４月１日   全日制普通科１学級増、普通科２学級、商業科１学級となる

（３）長崎県立波佐見高等学校

   昭和５２年４月１日   長崎県立波佐見高等学校開校

   昭和５６年１１月２０日 創立３０周年記念並びに新校舎落成記念式典挙行

   昭和５８年４月１日   全日制普通科１学級増、普通科３学級、商業科１学級となる

   平成４年６月１２日   陶心館竣工

   平成７年４月１日    普通科に陶芸デザインコース（定員２０名）設置

   平成８年８月６日    第７８回全国高等学校野球選手権大会出場 ベスト８

平成９年３月２５日   野球雨天練習場竣工

   平成１３年８月１１日  第８３回全国高等学校野球選手権大会出場（夏 ２度目）

   平成１８年１０月２１日 創立３０周年（開校５８周年）記念式典挙行

   平成２３年３月２３日  第８３回選抜高等学校野球大会出場（春 初出場）

   平成２５年８月３日   第３７回全国高等学校総合文化祭長崎大会弁論部門主幹校

   平成２６年４月１日   美術・工芸科が新設 普通科３学級、商業科１学級、美術・工芸科１学級の５学級編

制となる

   平成２９年８月８日   第９９回全国高等学校野球選手権大会出場（夏 ３度目）

   平成２９年10 月２３日 第６４回国際理解・国際協力のための高校生主張コンクールで法務大臣賞（全国２位

相当）受賞

   平成３０年４月１日   普通科１学級減、４学級編制となる

   令和元年７月２９日   第４３回全国高等学校総合文化祭佐賀大会弁論部門において優良賞（１１位）を受賞

   令和２年１０月２４日  第６７回国際理解・国際協力のための高校生主張コンクールで法務大臣賞（全国２位

相当）受賞



波佐見高校（２）

令和３年度 波佐見高校教育方針等

１ 校訓  『自律・積極・究理』

２ 教育方針

400 年の土と炎の歴史を誇るやきもの産地、波佐見町唯一の高校として、『人はやきものを作り、やきものは人

を創る』の陶芸教育の精神を学校経営の柱に据え、２１世紀の日本や国際社会の発展と平和に貢献し、いのちを重

んじ、心豊かでたくましい人間の育成をめざす。

また、社会に主体的に関わっていく人材の育成も重要であり、『一芸に秀でる者は多芸に通ず』の諺が示すとお

り、あらゆる教育活動の中で、個々の生徒の優れた一面を見出し育てることで、新たな自信と目標をもたせる生徒

指導に、全職員が一丸となって取り組む。

（１）生徒一人ひとりの個性を磨き、豊かな社会性やたくましい精神力と体力、ひいては自ら学び、考え、行

動する意欲や能力を育てる。

（２）学科（普通科、商業科、美術・工芸科）の特色ある教育活動を実践し、学科間の連携を密にして進路目

標の実現をめざす。

（３）キャリア教育を通して、望ましい勤労観・職業観や社会奉仕の精神を育てる。

３ 努力目標

（１）生徒の規範意識を向上させる。

（２）わかる授業の実施と授業規律の確立に徹する。

（３）キャリア教育の充実・活性化による早期の進路決定と完全実現に努める。

（４）陶芸教育を通して伝統美術を学ばせ、感性を身に付けさせる。

（５）文武（芸）両道と全員部活動の活性化に努める。

（６）教育環境の整備と美化に対する意識の高揚に努める。

（７）笑顔と活力漲る職場づくりに努める。

４ スローガン  『チーム波佐見』 ～新たなる可能性との出会い～

５ シンボルマーク

昭和５２年４月、分校より独立して開校以来、

６，４８１名の卒業生が各界で活躍しています。

平 成 ２ ４ 年 （ ２ ０ １ ２ 年 ） ４ 月 、「 Team

HASAMI（チーム波佐見）」をスローガンと決め、

それに合わせてシンボルマークを、美術科の岩永

聡志教諭が作成しました。このマークは、「チー

ム波佐見」として、生徒はもとより、保護者・教

職員・同窓生が一致団結してことを行い、波佐見

高校の力とエネルギーが幾重にも輪を描いて広

がり、地域や社会に大きなうねり（波紋）を生み

出す様子を表現しています。波佐見高校は、地域

とともに歩む元気な学校づくりを目指 していき

ます。



波佐見高校（３）

生徒の実態

（令和 3 年５月１日現在）

１ 出身中学校別生徒数

２ 生徒住居

３ 通学状況

列車利用者

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
１年 16 3 19 9 5 14 0 1 1 0 0 0 8 6 14 1 3 4 16 5 21 50 23 73
２年 10 11 21 6 3 9 5 3 8 0 0 0 8 3 11 1 4 5 21 9 30 51 33 84
３年 13 5 18 7 3 10 3 0 3 1 1 2 6 8 14 12 7 19 5 14 19 47 38 85

39 19 58 22 11 33 8 4 12 1 1 2 22 17 39 14 14 28 42 28 70 148 94 242

その他 合 計波佐見 川棚 東彼杵 三川内 早岐 広田

波佐見 川棚 東彼杵 三川内 早岐 広田 その他 計

男 71 21 7 0 18 6 25 148
女 20 11 4 1 12 9 37 94
計 91 32 11 1 30 15 62 242

～10 ～20 ～30 ～40 ～50 ～60 ～90 90～ 計
3 1 1 0 0 0 0 0 5
33 21 20 4 2 0 0 0 80
6 8 21 13 11 6 6 1 72
0 0 2 1 0 7 2 0 12
0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 29 16 1 0 2 0 0 61
0 5 0 1 3 1 2 0 12
55 64 60 20 16 16 10 1 242

自家用車
自転車・列車

計

徒歩
自転車
バス

バス・列車
バス・自転車

千綿 彼杵 小串郷 南風崎ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ早岐 大塔・日宇 その他 合計

男 0 5 0 0 2 3 0 3 13
女 1 1 0 0 0 0 2 2 6
計 1 6 0 0 2 3 2 5 19



波佐見高校（４）

４ 進路希望

５ 下宿生徒数        

バス時刻表

（１）直行バス利用（西肥バス 佐世保方面～波佐見高校）

（Ｒ０3．7．26 現在）

バス停
登校バス 下校バス

第１便 第２便 第３便 第１便 第２便

柚木 ０５：５１ ０６：２５

瀬戸越 ０６：００ ０６：３４

佐々バスセンター ０６：２８

大野 ０６：４９ １８：００

佐世保駅前 ０６：１９ ０６：５３ ０７：０６ １７：４０ ２０：52

桜馬場 ０６：３０ ０７：０４ ０７：１７ １７：２６ １９：40

早岐田子の浦 ０６：３９ ０７：１６ ０７：２９ １７：１３ １９：28

三河内駅入口 ０６：４８ ０７：２６ ０７：４０ １７：０２ １９：17

宿 ０７：００ ０７：３８ ０７：５１ １６：５１ １９：06

波佐見高校 ０７：０６ ０７：４４ ０７：５７ １６：４５ １９：00

（２）ＪＲ利用＋バス利用 （早岐駅～川棚駅 川棚バスセンター～万年橋 ＊波佐見高校まで徒歩３分）

（Ｒ０3．7．26 現在）

交通手段 駅 登校 下校

ＪＲ

早岐駅 ０７：０７発 １７：３５着

川棚駅 ０７：２６着 １７：１２発

千綿駅 ０７：１５発 １７：４４着

川棚駅 ０７：２７着 １７：３２発

西肥バス
川棚バスセンター ０７：５０発 ０８：１０発 １６：17 着 １７：１０着

万年橋 ０８：０２着 ０８：２２着 １６：04 発 １６：５８発

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

進　　 学 20 10 30 24 16 40 21 20 41 65 46 111

就　　 職 26 13 39 15 9 24 24 17 41 65 39 104

自　　 営 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

未　　 定 4 0 4 12 8 20 2 1 3 18 9 27

計 50 23 73 51 33 84 47 38 85 148 94 242

合　計１　年 ２　年 ３　年

男 女 計
１年 9 0 9
２年 14 0 14
３年 6 0 6
計 29 0 29


